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平

成

二

十

三

年

五

月

三

十

一

日

、

ホ

テ�

ル

ア

イ

リ

ス

を

会

場

に

通

常

総

代

会

が

開�

催

さ

れ

ま

し

た

。

最

初

に

、

三

月

に

発

生�

し

た

東

日

本

大

震

災

の

犠

牲

者

へ

の

黙

祷�

を

行

い

ま

し

た

。�

　

小

松

組

合

長

挨

拶

、

来

賓

よ

り

祝

辞

を�

頂

戴

し

た

後

に

、

議

長

に

矢

島

地

区

佐

藤�

嘉

孝

氏

を

選

任

し

、

議

事

が

進

行

し

ま

し�

た

。�

　

ま

た

、

本

日

は

、

ご

公

務

大

変

お

忙

し�

い

と

こ

ろ

、

多

く

の

ご

来

賓

の

ご

臨

席

を�

賜

り

、

総

代

会

を

開

催

で

き

ま

す

こ

と

に�

対

し

、

衷

心

よ

り

お

礼

申

し

上

げ

ま

す

と�

と

も

に

、

平

素

か

ら

ご

指

導

、

ご

支

援

を�

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

こ

と

に

対

し

、

こ�

の

場

を

お

借

り

し

ま

し

て

、

深

く

感

謝

と�

お

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。�

　

さ

て

、

昨

年

度

は

、

エ

コ

カ

ー

補

助

金�
や

減

税

、

家

電

エ

コ

ポ

イ

ン

ト

と

い

っ

た�

各

種

経

済

対

策

が

奏

功

し

、

前

年

か

ら

の�

流

れ

を

引

き

継

い

で

緩

や

か

な

回

復

基

調�

で

推

移

し

ま

し

た

。�

　

由

利

管

内

で

も

大

手

電

子

部

品

関

連

企�

業

な

ど

が

増

加

基

調

で

推

移

し

、

好

決

算�

を

収

め

た

こ

と

は

周

知

の

こ

と

で

あ

り

ま�

す

。�

　

林

業

・

木

材

産

業

で

は

一

昨

年

の

住

宅�

着

工

数

が

八

十

万

戸

割

れ

と

な

る

な

ど

、�

こ

こ

二

、

三

年

下

げ

基

調

で

推

移

し

て

き�

た

と

こ

ろ

で

す

が

、

昨

年

は

八

十

万

戸

台�

に

回

復

し

、

幾

ら

か

持

ち

直

し

て

き

た

と�

こ

ろ

で

す

。�

　

昨

年

度

は

、

森

林

・

林

業

再

生

プ

ラ

ン�

推

進

委

員

会

に

よ

る

「

森

林

組

合

の

役

割�

の

明

確

化

」

の

報

告

に

つ

い

て

、

神

経

を�

尖

ら

せ

る

年

で

し

た

。�

　

今

年

度

は

、

「

森

林

・

林

業

再

生

プ

ラ�

ン

」

に

基

づ

く

各

種

政

策

が

ス

タ

ー

ト

す�

る

年

で

あ

り

ま

す

。�

　

森

林

組

合

系

統

で

は

「

森

林

組

合

21

世�

紀

ビ

ジ

ョ

ン

２

ｎ

ｄ

ス

テ

ー

ジ

」

の

実

績�

を

踏

ま

え

、

新

た

に

３

ｒ

ｄ

ス

テ

ー

ジ

「

国�

産

材

の

利

用

拡

大

と

森

林

・

林

業

再

生

運�

動

」

を

展

開

し

、
「

森

林

・

林

業

再

生

プ�

ラ

ン

」

の

目

標

達

成

に

向

け

て

頑

張

っ

て�

ま

い

り

ま

す

。�

　

当

組

合

で

も

、

本

年

度

の

基

本

方

針

に�

掲

げ

た

重

点

事

項

を

一

つ

一

つ

実

践

す

る�

こ

と

で

、

地

域

森

林

の

価

値

の

向

上

を

図�

り

、

中

長

期

的

に

持

続

的

な

利

益

を

確

保�

で

き

る

よ

う

推

進

し

て

ま

い

り

ま

す

。�

　

提

案

型

集

約

化

事

業

の

推

進

で

は

、

積�

極

的

に

事

業

へ

取

り

組

み

、

着

実

に

そ

の�

実

績

と

ノ

ウ

ハ

ウ

を

蓄

積

し

て

お

り

ま

す

。�

　

森

林

所

有

者

の

利

益

を

図

り

な

が

ら

、�

こ

の

地

域

の

森

林

を

守

る

に

は

、

多

く

の�

小

規

模

所

有

者

よ

り

長

期

施

業

の

受

委

託�

を

推

進

し

、

施

業

集

約

化

を

進

め

て

い

く�

こ

と

が

最

も

適

切

な

方

策

で

あ

り

ま

す

。�

　

組

合

で

は

、

こ

れ

か

ら

も

職

員

の

資

質�

向

上

、

管

理

体

制

及

び

財

務

基

盤

の

強

化�

に

努

め

て

ま

い

り

ま

す

の

で

、

関

係

各

位�

の

ご

指

導

、

ご

教

示

賜

り

ま

す

よ

う

お

願�

い

申

し

上

げ

ま

す

。�

　

終

わ

り

に

な

り

ま

す

が

、

本

日

ご

提

案�

い

た

し

ま

し

た

全

議

案

に

つ

き

ま

し

て

、�

皆

様

の

ご

承

認

を

い

た

だ

け

ま

す

よ

う

お�

願

い

申

し

上

げ

ま

し

て

、

措

辞

で

は

ご

ざ�

い

ま

す

が

、

ご

あ

い

さ

つ

と

さ

せ

て

い

た�

だ

き

ま

す

。�

　

本

日

、

総

代

の

皆

様

に

は

、

ご

多

忙

の�

と

こ

ろ

、

多

数

の

ご

出

席

を

い

た

だ

き

、�

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。�

組

合

長

あ

い

さ

つ�

小松組合長�
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鉱
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黒
　
信
　
一  
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由
利
本
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市
議
会
議
長�

　
　
　
　
　
渡
　
部
　
　
　
功  
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ほ
市
議
会
議
長�

　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
文
　
昭  
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秋
田
水
源
林
整
備
事
務
所
長�

　
　
　
　
　
国
　
正
　
篤
　
司  

様 �

農
林
部
森
づ
く
り
推
進
課
長�

　
　
　
　
　
櫻
　
田
　
良
　
弘  

様�

農
林
中
央
金
庫
秋
田
支
店
長
　�

　
　
代
理
　
副
支
店
長�

　
　
　
　
　
山
　
根
　
祥
　
延  

様�

　

◆

総

代

定

数

…

…

…

三

〇

〇

名�

　

◆

総

代

現

在

数

…

…

二

九

七

名�

　

◆

本

人

出

席

…

…

…

一

八

七

名�

　

◆

委

任

出

席

…

…

…

…

…

〇

名�

　

◆

書

面

議

決

…

…

…

…

四

七

名�

　

◆

合

計

…

…

…

…

…

二

三

四

名�

　

◆

出

席

率

…

…

…

…

…

七

九

％�

　

議

案

一

号

か

ら

議

案

第

九

号

ま

で

の

審�

議

が

行

わ

れ

、

全

議

案

承

認

可

決

さ

れ

ま�

し

た

。�
《

質

疑

応

答

》�

●

質

疑�

　

東

日

本

大

震

災

に

よ

り

、

国

の

財

源

不�

足

が

伴

う

と

思

う

が

、

補

助

事

業

に

ど

の�

よ

う

に

影

響

し

て

く

る

か

。

そ

れ

ら

に

対�

し

て

の

見

通

し

は

ど

う

な

る

か

。

東

北

の�

一

森

林

組

合

と

し

て

、

被

災

地

の

復

興

に�

ど

の

よ

う

に

関

わ

っ

て

い

く

の

か

。�

●

応

答�

　

補

助

事

業

の

新

年

度

予

算

が

一

律

五

％�

カ

ッ

ト

に

な

る

と

聞

い

て

い

る

。�
　

震

災

へ

の

支

援

で

は

、

組

合

役

職

員

で�

支

援

物

資

を

集

め

、

秋

田

プ

ラ

イ

ウ

ッ

ド�

と

合

同

で

被

災

地

へ

送

っ

た

。

ま

た

、

仮�

設

住

宅

用

の

基

礎

杭

３

万

４

千

本

を

届

け�

た

。�

　

こ

の

後

は

、

系

統

と

の

協

議

の

上

、

で�

き

る

限

り

支

援

を

行

っ

て

い

く

。�

出

　

席

　

者

　

集

　

計�

議長　佐藤嘉孝 氏�
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１．今年度の当管内森林整備予算�

　　今年度の当管内森林整備予算は平成22年度の繰越予算、当初予算（加速化事業含む。）を加えた約５億円（補助金額）と�

　なっており、昨年度と同規模の予算となっています。当組合の昨年度実績は約465百万円となっており、今年度も昨年度同�

　様に組合員のご理解を得ながら予算消化できるよう森林整備事業を推進して参りますのでご協力をお願いします。 �

　　尚、今年度より造林補助事業の改正に伴い、補助金額や補助採択要件が大きく変わっていますので、ご注意下さい。�

２．平成23年度　造林事業種別補助金額�

　（注１）枝打ちは実施した仕上げ幅により補助金額が変わります。�

　（注２）雪起こしは区域面積×実施率により面積を算出した補助金となります。�

　（注３）間伐の補助金額は団地（５ha以上）の平均搬出材積により決定され、団地に一本で交付となりその補助金を面積割合、�

　　　　材積割合によって箇所毎に配分となります。       �

　（注４）間伐の補助を受けるには、集約化実施計画と事前計画書の提出が必要となります。       �

　　※代理申請の場合、上記金額より申請手数料が差し引かれます。       �

　　　また、作業種によっては、別途費用が掛かります。       �

　　　尚、補助を受けるための条件（作業の方法など）については本所、各支所にお問い合わせ下さい。       

平成２３年度　造林補助事業について�

（１ha当り）�

作　業　種� 対象樹齢� 採択要件・留意事項等�

再造林・拡大造林の区分は無し。�

①植栽本数2,100本～2,499本��

②植栽本数2,500本～3,000本で区分�

広葉樹Ａ：苗高50cm以上��

広葉樹Ｂ：苗高150cm以上�

単層林･複層林に摘要。2回刈は無し。�

伐採作業を主体とする場合��

（伐採本数率20%以上）�

刈払作業を主体とする場合��

（伐採本数率は規定しない）�

仕上げ幅1.6ｍ以上�

枝打ち高の上限は8ｍ�

雪による倒伏木の倒木起こし�

1集約化実施計画あたり5ha以上かつ10㎥／ha�

以上搬出。��

伐採率は20％以上。��

5年以内に除伐、間伐を実施していない箇所�

補　　助　　金　　額�

組合で作業した場合�

660,000�

～735,000

545,000�

～607,000

510,000�

～556,000

421,000�

～459,000

1,384,000�

～1,601,000

1,143,000�

～1,323,000

2,187,000�

～2,561,000

1,807,000�

～2,116,000

93,000 77,000

115,000 95,000

103,000 85,000

10,000�

～271,000

8,000�

～224,000

185,000 153,000

116,000�

～460,000

96,000�

～380,000

所有者自ら作業した場合�

植

　

　

　

　

　

栽�

ス　ギ� ―�

―�

―�

―�

1～10年生�

10～25年生�

天然林は�

60年生以下�

11～30年生�

2～25年生�

11～60年生�

マ　ツ�

広葉樹Ａ�

広葉樹Ｂ�

下　刈�

除伐Ａ�

除伐Ｂ�

枝打ち�

雪起こし�

間　伐�

（注1）�

（注2）�

（注3）�
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皆

様

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

す

で

に

植

菌

作�

業

も

終

了

し

、

仮

伏

せ

か

ら

本

伏

せ

へ

の

準

備�

に

取

り

掛

か

っ

て

い

る

こ

と

で

し

ょ

う

。�

　

少

し

時

機

を

失

し

ま

し

た

が

今

後

の

栽

培

の�

参

考

に

な

れ

ば

と

思

い

基

礎

的

な

事

項

を

述

べ�

て

み

た

い

。 
 
�

�

　
①
原
木
の
準
備

　

原

木

の

伐

採

時

期

は

、

秋

の

三

分

紅

葉

時

が�

最

適

で

す

。

伐

採

期

間

は

、

木

の

葉

が

三

分

紅�

葉

（

黄

色

葉

）

し

た

と

き

か

ら

、

翌

春

の

萌

芽�

前

ま

で

に

伐

採

し

た

も

の

で

あ

れ

ば

シ

イ

タ

ケ�

原

木

と

し

て

利

用

で

き

ま

す

。�

　

山

か

ら

原

木

を

調

達

す

る

と

き

は

伐

採

し

た�

後

す

ぐ

に

玉

切

り

せ

ず

に

、

木

口

が

放

射

状

に�

ひ

び

割

れ

す

る

ま

で

葉

枯

ら

し

を

行

い

、

そ

の�

後

に

玉

切

り

を

し

て

作

業

小

屋

等

に

運

搬

し

、�

時

機

を

み

て

植

菌

を

行

う

。�

　

ま

た

、

玉

切

っ

た

も

の

を

購

入

す

る

時

は

、�

い

つ

頃

の

伐

採

か

を

確

認

し

て

下

さ

い

。

原

木�

の

林

齢

は

十

五

〜

二

十

五

年

生

が

最

適

。�

�

　
②
植
菌
ま
で
の
原
木
の
管
理

　

キ

ノ

コ

の

菌

糸

は

、

原

木

の

組

織

が

生

き

て�

い

る

と

伸

長

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

腐

生

菌

で�

す

か

ら

風

通

し

を

よ

く

し

て

半

枯

れ

の

状

態

に�

す

る

。�

　

保

管

中

は

、

原

木

か

ら

新

芽

が

出

て

く

る

こ�

と

が

あ

る

の

で

芽

欠

き

を

行

う

こ

と

。

た

だ

し

、�

樹

皮

部

の

過

乾

燥

は

防

止

す

る

。

大

事

に

し

過�

ぎ

て

ビ

ニ

ー

ル

等

で

囲

い

、

加

湿

に

な

ら

な

い�

よ

う

注

意

を

す

る

こ

と

。�

�

　
③
植
菌
作
業

　

植

菌

の

時

期

は

、

前

年

秋

の

伐

採

木

に

あ

っ�

て

は

、

木

口

の

状

態

が

放

射

状

に

ひ

び

割

れ

に�

な

っ

た

こ

と

を

確

認

し

て

か

ら

屋

内

ま

た

は

、�

屋

外

で

植

菌

を

行

う

。�

　

二

月

か

ら

四

月

初

旬

ま

で

に

伐

採

し

た

も

の�

は

、

遅

く

と

も

梅

雨

期

前

ま

で

に

は

終

わ

ら

せ�

る

こ

と

。�

　
④
植
菌
方
法

　

菌

糸

の

成

長

は

、

適

温

二

十

五

℃

で

縦

方

向�

に

約

二

十

か

ら

二

十

五

cm

、

横

方

向

へ

六

〜

七�

cm

ほ

ど

伸

び

る

と

い

わ

れ

て

い

る

が

安

全

値

を�
考

慮

し

て

縦

方

向

十

五

cm

以

内

、

横

方

向

五

cm��

以

内

と

し

チ

ド

リ

掛

け

に

植

菌

す

る

。�

����� 

　

種

駒

の

打

ち

込

み

数

は

、

長

さ

九

十

cm

直

径�

六

〜

七

cm

一

本

あ

た

り

縦

五

列

で

三

十

八

個

か�

ら

四

十

個

、

直

径

九

cm

で

縦

七

列

約

五

十

三

個�

か

ら

五

十

六

個

を

目

安

と

す

る

（

不

時

栽

培

）

。�

　

打

ち

込

み

の

深

さ

は

、

種

菌

メ

ー

カ

ー

に

よ�

り

そ

れ

ぞ

れ

異

な

る

の

で

種

駒

に

合

っ

た

錐

先�

を

使

用

す

る

。�

������

　

な

お

、

自

然

栽

培

に

あ

っ

て

は

、

縦

間

隔

を�

二

十

cm

〜

二

十

五

cm

、

横

間

隔

を

六

〜

七

cm

で�

も

十

分

で

あ

る

（

長

さ

九

十

cm

直

径

九

cm

で

約�

二

十

七

か

ら

三

十

個

）

。�

（

参

考

）

植

菌

さ

れ

る

前

を

原

木

と

い

い

、

植�

菌

さ

れ

た

も

の

を 

榾

木

（

ホ

ダ

木

）

と

い

う

。�

　
⑤
仮
伏
せ
作
業

　

本

作

業

は

植

菌

さ

れ

た

種

駒

の

菌

糸

が

速

や�

か

に

原

木

組

織

に

活

着

す

る

の

を

助

け

る

こ

と�

を

目

的

と

す

る

も

の

で

、

秋

冬

な

ど

寒

い

時

期�

に

植

菌

さ

れ

た

場

合

は

必

ず

行

っ

た

方

が

よ

い

。�

　

○

作

業

内

容�

　

・

保

温�

　

　

平

均

気

温

が

十

五

℃

以

下

の

と

き

に

は

行�

　

　

う

。�

　

・

保

湿�

　

　

特

に

乾

燥

し

た

南

風

に

は

要

注

意

。�

　

※

平

均

気

温

が

十

五

℃

以

上

の

時

に

は

保

温�

　

　

の

必

要

は

な

い

。�

　

　

保

温

の

材

料

は

、

コ

モ

ム

シ

ロ

等

を

使

い

、�

　

　

ビ

ニ

ー

ル

な

ど

の

湿

気

の

溜

ま

る

も

の

は�

　

　

極

力

避

け

る

こ

と

。�

 
 
 
 

※

伏

せ

込

み

内

の

温

度

は

、

二

十

五

℃

以

下�

　

　

で

管

理

す

る

。�

　

○

方

法�

　

　

小

屋

な

ど

の

室

内

で

行

う

場

合

は

、

台

木�

　

や

ブ

ロ

ッ

ク

の

上

に

腰

高

位

に

マ

キ

積

に

し�

　

て

そ

の

時

の

気

候

に

合

わ

せ

て

コ

モ

ム

シ

ロ�

　

な

ど

で

囲

っ

て

や

る

。�

　

　

ビ

ニ

ー

ル

な

ど

内

面

に

水

滴

が

付

着

す

る�

　

場

合

は

、

裾

を

た

く

り

上

げ

て

湿

気

を

と

ば�

　

し

、

そ

の

後

ま

た

被

覆

す

る

こ

と

を

繰

り

返�

　

す

。�

　

○

期

間�

　

　

基

本

的

に

は

、

種

駒

の

頭

部

が

白

色

に

な�

　

り

、

木

口

に

菌

糸

紋

が

で

き

る

ま

で

。�

　

　

原

木

を

切

断

し

て

菌

糸

の

活

着

状

況

を

確�

　

認

し

て

み

る

こ

と

。�

◎

仮

伏

せ

作

業

で

の

注

意

点

は

、

気

温

が

高

く�

な

り

、

か

つ

、

太

陽

光

線

が

強

く

な

る

と

被

覆�

内

温

度

が

急

上

昇

し

や

す

く

、

特

に

ビ

ニ

ー

ル�
に

よ

る

被

覆

の

場

合

は

、

害

菌

の

繁

殖

し

や

す�

い

高

温

多

湿

の

環

境

に

な

り

や

す

い

の

で

温

度�

管

理

が

必

要

で

あ

る

。�

�

　
⑥
本
伏
せ
作
業

　

植

菌

か

ら

活

着

し

た

キ

ノ

コ

菌

糸

が

、

原

木�

全

体

に

伸

長

・

蔓

延

し

、

か

つ

、

原

木

の

栄

養�

分

を

分

解

・

蓄

積

し

て

シ

イ

タ

ケ

が

発

生

で

き�

る

完

熟

ホ

ダ

木

に

ま

で

進

め

る

培

養

作

業

で

す

。�

　

シ

イ

タ

ケ

栽

培

の

カ

ギ

は

、

ホ

ダ

木

作

り

に�

か

か

っ

て

い

る

と

い

っ

て

も

過

言

で

は

な

い

。�

（

一

）

本

伏

せ

に

適

し

た

場

所�

　

・

木

漏

れ

日

程

度

の

光

線

が

入

る

温

暖

な

と�

　

　

こ

ろ 
�

　

・

水

は

け

の

よ

い

と

こ

ろ�

　

・

風

通

し

の

よ

い

と

こ

ろ�

　

・

湿

度

が

低

い

と

こ

ろ�

　

※

ほ

と

ん

ど

の

ホ

ダ

場

は

ス

ギ

林

を

使

っ

て�

　

　

い

る

が

、

太

陽

光

線

が

チ

ラ

チ

ラ

入

る

よ�

　

　

う

に

枝

打

ち

、

間

伐

を

実

施

し

て

環

境

整�

　

　

備

を

行

う

こ

と

が

大

事

で

あ

る

。�

（

二

）

本

伏

せ

の

方

法�

　

・

シ

イ

タ

ケ

菌

は

、

二

十

二

℃

〜

二

十

六

℃�

　

　

の

温

度

範

囲

で

最

も

良

く

生

育

す

る

が

、�

　

　

二

十

五

℃

以

上

の

高

温

に

対

し

て

は

弱

い�

　

　

性

質

を

も

っ

て

い

る

こ

と

を

忘

れ

な

い

よ�

　

　

う

に

。

伏

せ

込

み

方

は

、

湿

度

の

高

い

と�

　

　

こ

ろ

又

は

、

風

通

し

の

悪

い

と

こ

ろ

で

は�

　

　

薄

く

伏

せ

込

む

な

ど

工

夫

す

る

。�

◎

ホ

ダ

木

の

組

み

方

の

種

類�

　

・

井

桁

伏

せ

　

・

よ

ろ

い

伏

せ�

　

・

鳥

居

伏

せ

　

・

百

足

伏

せ�

　

・

三

角

伏

せ

　

な

ど

　

　�

�

（

三

）

本

伏

せ

中

の

作

業

・

管

理�

　

・

ホ

ダ

場

は

、

三

十

分

以

上

の

直

射

日

光

を�

　

　

避

け

る

こ

と

。�

　

・

直

射

日

光

が

当

た

る

と

き

は

、

速

や

か

に�

　

　

移

動

す

る

か

、

日

よ

け

を

か

け

る

こ

と

。�

　

・

季

節

の

変

わ

り

目

に

は

、

天

地

返

し

、

ホ�

　

　

ダ

木

返

し

を

す

る

。

特

に

、

梅

雨

期

の

前�

　

　

後

に

は

必

ず

行

う

よ

う

心

掛

け

る

こ

と

。�

　

・

ホ

ダ

場

周

辺

の

下

草

が

伸

び

て

く

る

と

、�

　

　

風

通

し

が

悪

く

な

る

の

で

下

草

刈

り

を

丁�

　

　

寧

に

行

う

こ

と

。�

　

・

夏

場

の

高

温

多

湿

に

は

、

害

菌

が

分

解

・�

　

　

吸

収

す

る

材

の

栄

養

分

を

横

取

り

す

る

だ�

　

　

け

で

な

く

、

た

ち

の

悪

い

菌

は

シ

イ

タ

ケ�

　

　

菌

に

危

害

を

加

え

る

こ

と

が

あ

る

の

で

要�

　

　

注

意

で

あ

る

。�

　

　

ま

た

、

湿

度

の

高

い

窪

地

や

谷

あ

い

は

避�

　

　

け

る

こ

と

が

望

ま

し

い

。�

　

以

上

、

シ

イ

タ

ケ

栽

培

の

要

点

を

述

べ

ま

し�

た

が

初

年

度

の

栽

培

管

理

が

、

成

功

の

鍵

を

握�

っ

て

い

る

こ

と

は

間

違

い

な

い

。�

シ

イ

タ

ケ

原

木

栽

培

の

豆

知

識�

3cm

3cm

14cm

14cm

14cm

14cm

14cm

14cm

5 5

cm

樹皮�

種

駒�

◎

空

間

あ

り�

樹皮�

種

駒�

×

深

植

え�

樹皮�
種

駒�

×

浅

植

え�

　

今

号

よ

り

林

業

相

談

員

の

三

浦

光

喜

氏

よ

り

林

業

全

般

と

特

用

林

産

物

等

幅

広

い

事

柄

に

つ

い�
て

、

ご

指

導

頂

く

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。�

　

第

一

回

目

は

シ

イ

タ

ケ

原

木

栽

培

に

つ

い

て

の

注

意

点

を

伺

い

ま

し

た

。�



本荘由利森林組合だより�

森

林

組

合

だ

よ

り

　

平

成

二

十

三

年

六

月

三

十

日

発

行

　

印

刷

・

3
由

利

印

刷�

6

（平成23年）�

単位：円、上段（石当り価格）�

　　　　　下段  C3
当り価格�

3　月　7　日�

本荘由利木材流通センター�

高　値� 安　値� 平均価格�

4　月　5　日�

本荘由利木材流通センター�樹　種�材　長�

　C

3.65
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